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身体運動に対する態度と行動に関する研究
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Relationship　Between　Attitude　Toward　Physical

　　　　　　　Activities　and　Behavior

Mikio　TOKUNAGA＊

and　Kimio　HASHIMOTO＊＊

　　The　puτpose　of　the　present　study　was　to　clarify　the　relationship　between　verbal　attitude

toward　physical　activities　and　overt　behavior．　Attitude　scale　t　oward　physical　activities　and　quation－

naire　of　sport　for　a　week　were　administered　to　2，167　boys　and　girls　of　secondary　schools　and

universities　ill　Fukuoka　city　duri血g　Novelnl）er　through　December　in　1975．

　　Attitude　scores　were　calculated　to　based　on　the　Likert　method　and　the　coefficients　of

correlation　between　attitllde　and　behavio　r　were　calcu　lated　separately　according　to　grade　and　sex．

　　The　results　obtained　were　as　follows；

1．　Significant　relationships　were　shown　between　total　attitude　score　and　actual　behavior　in　both

boys（r＝．261　P＜．01）and　girls（r＝．383，　P＜．01）．　Too，　significallt　relationships　were　recognized

between　each　score　of　the　three　factors　of　attitttde　organization　and　actual　1）ehavior．　Consequent－

ly，　it　was　suggested　that　the　behavior　was　predictable　from　attitudillal　var拍bles．

2．　But，　attitude　－1）ehaviorエelationship　was　high　in　the　first　year（f　reshman）and　was　low　in　the

thi・d　year（・・ph・m・・e　in　u・iversity）．　F・・th・・m・re，　thi・ph・n・m・n・n　w・・th・・amg　i勒・th

boys　and　girls‘in　junior　high　school，　high　school　and　university．

　（Jourllal　of　Health　Science，　Kyu　shu　Unversity，1：53～62，1979）

緒　言

　筆者ら22）は，先に，身体運動に対する態度尺度を

作成し，その態度構造と日常生活での運動の実施にど

のような関係があるかを明らかにしようとした。本稿

はその第2報である。

　従来の体育やスポーツ活動に対する態度研究は態度

の認知レベルでの分析が多く，小林10），徳永・佐久

本21）などによって態度と行動に落差があることが指

摘されている。態度と行動の非一貫性の研究はR．T．

LaPiere13）が発端といわれ，　B．Kutner，　Wil㎞s，　C．

＊Institute　of　Health　Science，　Kyushu　Uni－

　versity，　Ropponmatsu，　Fukuoka　810，

　Japan．

＊＊Fukuoka　Technical　College．

＆Yarrow，　P．　R．12），　L．　S．　Linni4）などに代表さ

れ，この非一貫性が生ずる要因についてD．T．　Ca－

mpbell　2），　A．W．　Wicker23），　A．E．　Liskai　s），宜．J．

Ehrlich　3）などの研究がある。しかし，多くの態度理

論が行動との関連性で論じられるところに重要性があ

るにも抱らず，体育・スポーツの分野では態度構造の

分析や態度と行動の関係を分析した研究は極めて少な

かった。すでに，社会心理学ではM．Fishbein　4）5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
やM．Rokeachi　s）19）によって態度やその他の変数を

用いた行動の予測式が発表され，井上・田中8）9）10）

はその追試を報告している。とくに，M．　FiShbein

l4）5）の予測式は行動におよぼすその他の変数の効果

を体系的に研究することを可能にする枠組を提供する

ところから各方面の実証的研究を生んでいる，といわ

れている6）。態度と行動の一貫性を前提としたこれ

らの予測式は停滞気味の態度研究に新たな指針を提し
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ているといえよう。

　ところで，学校で行なわれる体育講義や体育実技を

通して態度のどの成分が変容し，そのこととその後の

行動にいかなる関係があるかを分析することは重要な

意義があろう。人々の健康への関心が高まりつつある

今日，身体運動の促進という行動変容への媒介過程と

しての態度は，今後，行動との関係で分析されるとこ

ろにさらに重要性が増すものと考えられる。このこと

が体育・スポーツ活動を規定する主要な要因として態

度の形成と態度の変容を重視する由縁にもなる。

　本稿では中学，高校，大学生を対象にして身体運動

に対する態度と行動の学年差，性差を明らかにし，学

生，生徒の態度と行動の関係についての問題点をさぐ

ることを目的とする。

方　法

1．対象

　福岡市内の中学生，高校生，大学生を対象に調査を

実施し，男子1，341名，女子826名，合計2，167名の調

査回答を得た。各学校から得られた対象数は表1のと

おりである。

表1．対象数

が作成した「運動についての調査票」　（附表参照）を

用いた。この調査票は身体運動についての肯定的意見

12個，否定的意見15個を設け，回答肢を「賛成，どち

らともいえない，反対」の3段階にして，合計27項目

から構成された態度測定尺度である。なお，27個の意

見は第1因子として「不快的感情を伴った非行為傾向

的因子（10個）」，第2因子として認知的因子（8個）」

第3因子として「快的感情を伴った行為傾向的因子（9

個）」の3因子に分類することができる。

　②　週平均の運動量

　最近1ケ月の体育授業を除いた週平均の運動の実施

程度を，「週5～6日」，「週3～4日」，「週1～2

日」，「ほとんどしない（月に1～2日）」，「全然し

ない」の5段階で回答を求めた。

　結　果

1．身体運動に対する態度

　各意見に対して好意的回答にプラス1点，非好意的

回答にマイナス1点，中間的回答に0点を与え，3因

男　　子 女、　子

1年　2年　3年　1年　2年　3年

中　市立Y　　52　　50　　43　　52　　48　　43

　　〃　H　　53　　52　　49　　50　　51　　54

学　　計　　105　102　92　102　99　97

高　県立F　　40　　43　　40　　42　　42　　41
　　　　〃　　C　　　　44　　　　44　　　　46　　　　30　　　　29　　　　29

校　　計　　　84　　87．　86　　72　　71　　70
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　　国立K　222　　0

大　〃G　86　88
　　私立F　184　　33

　　〃　K　　105　　67

学公立F　O　O

0　　88　　　0

0　　　0　　　3

0　　13　　33

0　　31　　　3

0　　　0　　144

0
0
0
0
0

計　　597　188　　0　132　183　　0

2．時期・期間

　昭和50年11月上旬から12月上旬の約1ケ月の期間に

実施した。

3．内容

　（1｝身体運動に対する態度

　身体運動に対する態度を測定するために，筆者ら22）

18

態17
度

得16

点

　15

14
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図1．性別，学年別にみた態度得点
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子およびその合計得点の平均値と標準偏差を求めた。

表2，図1のとおりである。

　学年差をt検定で比較すると男子では，認知的因子

（以下，第2因子という）で中学3年は1，2年に比

較して有意に高い平均値を示し，快的感情を伴った行

為傾向的因子（以下，第3因子という）で大学2年は

1年に比較して有意に高い平均値を示した。そのほ

か，不快的感情を伴った非行為傾向的因子（以下，第

1因子という）や合計得点では，いずれの学年間にも

有意な平均差は認められなかった。しかし，中学1年

から大学2年までの年齢的変化をみると中学1年が最

も低く，大学2年が最も高く，加齢にともなう態度得

点の上昇傾向がみられた。

　女子で顕著な傾向をみると第2因子で中学3年は1

年に比較して有意に高い平均値を示した。第3因子で

は中学3年は1年に比較し有意に低い平均値を示し，

大学では2年は1年に比較し，有意に高い平均値が認

められた。合計得点では大学2年が1年に比較し有意

に高い平均値を示した。年齢的変化をみると，とくに

中学3年は第1，第3因子で低得点を示し，その結

果，合計得点でも著しく低い得点であった。高校では

高学年になるにしたがって高得点を示したが，大学で

は高校より低い得点を示した。

　性差をみると，第1因子では男子が高得点を示し，

大学1，2年で有意差が認められた。第2因子では中

学，大学では顕著な差はなく，高校では女子が高得点

を示し，高校2，3年で有意差が認められた。第3因

子では中学，大学で男子が高得点を示し，中学2，3

年および大学1年で有意差が認められた。合計得点で

は高校2，’3年を除いて男子が高得点を示し，中学3

年，大学1，2年で有意差が認められた。

2．週平均の運動t

　週平均の運動の実施程度を図2に示した。学年間の

実施程度をX2検定で比較した。

　男子についてみると，中学，高校とも1，2年には

有意差はなく，1年と3年，2年と3年の間に有意差

が認められ，3年での運動量が減少した。大学では2

年は1年に比較して有意に運動量が少なかった。

表2．性別，学年別にみた態度得点

　　　　　因

　　　　　　　子

学　年　　　　　　N

1．不快的感情を

　伴った非行為

　傾向的因子

　（10項目）

2．認知的因子

　（8項目）

3．快的感情を伴

　った行為傾向

　的因子

　（9項目）

合計得点

　（27項目）

M．　　S．D． M．　　S．D． M．　　S．D． M．　　S．D．

男

子

中
学

高

校

大

学

中
学
　
女

子

高

校

大

学

1年

2年

3年

1年

2年

3年

年

年

噌

上
9
●

1年

2年

3年

1年

2年

3年

年

年＿
2

105　　　　5．9　　　3．72

102　　　　6．0　　　3．60

92　　　　6．2　　　3．33

5．6

5．4

6．3＊

2．49　　　3．8

2．48　　　4．3

1．84　　　3．6

3．67

3．21

3．75

15．4　　　8．14

15．7　　　7．24

16．1　　　7．63

84　　　　6．2　　　3．75

87　　　　5．8　　　3．42

86　　　　6．1　　　3．41

6．5

6．3

6．2

2．01　　　3．4

2．50　　　4．0

2．29　　　4．0

3．67

3．89

3．92

16．2　　　7．85

16．1　　　8◆02

16．4　　　7．69

597　　　　6．9　　　3．14

188　　　　6．6　　　3．11

6．6　　1．85

6．6　　1．90

4．3　　　3．30　　　17．7　　　6．65

4．9＊　　3．09　　　18．2　　　6．19

102　　　　5．7　　　4．31

99　　　　5．9　　　3．33

97　　　　5．3　　　3．56

5．2

5．8

6．0＊

2．81　　　3．7

2．52　　　3．4

2．40　　　　2．4－＊

4．03

3．72

3．87

14．5　　　9、48

15．1　　　8．01

13．6　　　8＞23

72　　　　5．8　　　4．13

71　　　　5．7　　　4．19

70　　　　6．3　　　3．50

6．8

7．1

7．3△

1、83　　　3．1

1．57　　　4．3

1．25　　　4．1

3．85

3．49

3。48

15．6　　　8．28

16・9　四4
17．8△　　ぴ80’

132　　　　5．0　　　3．96

183　　　　5．9　　　3．38

6．6　　1．94

6．8　　1．74

3．1　　　3．88　　　14．9　　　8．37

3．9＊　　3．17　　　16．6＊　　6．35

注．中学，高校の3年および大学2年時の＊（p＜．05），

　は2年生）のt検定の結果であるg

△ （p＜．10）は1年生と3年生（大学
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中学1年

　Ne104

中学2年

　N田101

中学3年

　Nn92

高校1年

　Ns83

高校2年

　Nn87

高校3年2

　N・82

大学1年

　N■582

大学2年3
　N・182

　　　男　　　　子
週5～6日　3～4日　1～2日　月1～2日　全然しない 週5～6日

中学1年

Ns97

中学2年

Ns96

中舗

高校1年

Ns71

高校2年

　Nn71

高校3年
　N＝69

女　　　子
3～4日　1～2日　月1～2日全然しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊P＜．01、＊P＜．05

図2．性別，学年別にみた週平均の運動の実施程度

表3．運動の実施程度別にみた態度得点

週平均

の運動の

　実施程度

因
　　　　1．不快的感情を

　子
　　　　　伴った非行為

　　　　　傾向的因子

2．認知的因子

3．快的感情を伴

　った行為傾向

　的因子

合計得点

N M・、　S・D・ M．　　S．D． M．　　S．D． M．　　S．D．

日
〃
〃
〃
い

6
4
2
2
な

一

　

　

周
し

5
3
1
1
然

週

〃

〃

月
全

イ
ロ
ハ
ニ
ホ

男
子

167

138

174

131

29

7．4

6．6

6．6

5．5

3．6

2．73

3．07

3二29

3．66

・5．49

6．4

6．2

6．7

5．8

4．8

2．01

2．09

1．74

2．42

3．28

o
1
4
1
8

5
5
4
3
0

3．54

2．88

3．21

3．65

5．20

18．8

17．9

17．7

14．4

9．2

6．34

6．36

6．62

7．78

13．16

イ週5～6日 96 8．0　　2．16　　　’

7．0　　1．41 5．9　　2．50 20．9　　4．58

女 ロ　〃3～4〃 93 7．0　　3．23 6．6　　2．17 5．6　　2．86 19．2　　6．29

ハ〃1～2〃 161 6．2　　3．79 6．7　　1．76 4．2　　3．39 17．1　　7．49

子 二月1～2〃 236 4．9　　3，94 6．4　　2．12 2．6　　3．44 13．9　　7．78
ホ全然しない　　　　　　　’ 54 4．1　　4．35 ＿6．1　　2．00 1．0　　4．04 11．2　　8．14

イーホのt検定
男　子

女子

5．717＊＊

7．278＊＊

3．527＊＊

3．192＊＊

5．422＊＊

9．108＊＊

6．136＊＊

7．280＊＊

＊＊P＜，01
















